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  「音」を「楽」しむＯＮＧＡＫＵの会 会報 

                                                                 第１号   2014.２. 

ご あ い さ つ 

                                                            理事長 池田邦太郎 

  賛助会員ほかの皆様、日頃私共の会の趣旨にご賛同頂き、運営を支えて下さる事に心より感謝いた

します。おかげさまで本ＮＰＯも、設立に向けた準備段階から１6 回の理事会を経てここにようやく

会報の第１号を皆様にお届けできる運びとなりました。 

 私達の身の回りには未知の音、ワクワクドキドキする音が沢山あります。でも音は意識しないと聴

こえない存在、意識しないと楽しめない存在なのです。本会ではそんな音たちに光を当て、耳を傾け

る活動を通して得られるワクワクドキドキ感や心の開放感を皆様にお届けしたいと考えています。 

 最近、保育園から『音を楽しむＯＮＧＡＫＵ教室』開催の依頼を多く受けるようになりました。そ

の際に必ずと言って良いほど「うちの子達は元気が良いというか騒がしいというか、静かに音に集中

できるか心配です。」と言う声が聞かれます。でも教室終了後は異口同音に「あの子達があんなに目

を輝かせて、何の変哲もない紙や石ころから出される音に集中するなんて本当に驚きました！」など

の感想を頂き、益々この活動を大勢の子ども達に体験させてあげたいという思いを強くしました。 

 本年６月には帝京平成大学中野キャンパスで【第一回 音を楽しむ『ＯＮＧＡＫＵ会』】の開催を

予定していますのでご期待下さい下さい。  

【活動報告】 ①しおん保育園音楽ホールでのワークショップ   

  ２０１２年１０月７日（日）午前９時から「明日からの授業にすぐに役立つ障害児のための音を楽

しむＯＮＧＡＫＵワークショップ」と題して東久留米市で行われました。講師は本会の池田邦太郎理

事長と斉藤明子副理事長。マリンカン（海の中の音がする音具）やストロー笛、紙鉄砲などを作り、

その作り方を子どもに教えられるようにしていきます。その後は、しおん保育園の２歳半から５歳児

の園児を対象に音を楽しむ活動を行い、本園を紹介した本会理事の阪井恵教授（明星大学）も加わっ

て、茶碗の音やマリンカンの音などを聴いて楽しみました。また、１０月１３日（土）午後３時から

同園の保育士さん３５名を対象にワークショップを行いました。前述の音具を作製し、その音の魅力

に引き込まれた様子でした。 

 ②明星大学でのワークショップ 

２００１３年１２月７日（土）午後１時半から、日野市にある明

星大学で開催された教育セミナーの一環として、本会の理事長の池

田邦太郎と副理事長の斉藤明子を講師に迎え、「手作り楽器の体験

学習」ワークショップが大盛り上がりで開かれました。これには、

理事の佐藤南も参加しました。 

 参加者は、明星大学教育学部保育課の学生さんをはじめ、近隣の小さなお子様連れのお母さん方も

含め、当初 30 名の定員が 46 名も参加される大盛況のワークショップとなりました。 最初の挨拶で、



 

 

池田理事長が短いストローを口の中に入れ、ピーピーと話しかけると、それだけで場内は大反響！参

加者の反応の良さにノリに乗った講習となりました。 

 はじめはマリンカン。缶ビールの缶をふたつ合わせ、片方に水を

たっぷり入れて缶と缶を粘着テープで括り、水が漏れないようにし

ます。次に缶の表面に和紙などで思い思いのデコレートをし、それ

ぞれ特徴のある綺麗なマリンカンが出来上がりました。マリンカン

をひっくり返すと水が流れ落ち、何ともいえない癒しの音が味わえます。この楽器は、池田理事長が

25 年間、改良に改良を重ねた苦心の音具です。 

 ２つ目は、スーパー紙鉄砲。講師が５年をかけて、どんなに

激しく振っても破れないという優れた紙鉄砲です。作った後は、

その音を使った全員での音のアンサンブルを楽しみました。 

３つ目は、ストロー笛。ストローの先を鉛筆のように斜めに

切り、ストローの長さを調節したりして、さまざまな音程を吹

きます。大人は童心に帰り、その音を楽しみました。 

 最後は、フーコ。これは長さ約 10cm の水道管（直径約５cm）に、

風船を 4／3 に切ったものをかぶせてピンと張り、ビニールテープで

固定したものです。その風船が

張られた部分を指でつまんで引

っ張り、指を離した時に音が出

ます。打楽器は、叩いたり、こすったりするものが多いのですが、

このフーコは皮の部分を引っ張って音を出すという、世界でも珍

しい打楽器です。 

 この４つの手作り楽器を作っている間に、２時間があっという間にたち、和気あいあいの和やかな

雰囲気の中、ワークショップは終了しました。 

 最後に、参加者の方々からのアンケートの一部をご紹介します。圧倒的に多くの方が「楽しかった！」



 

 

とお答えいただき、「どの音具も子どもたちと楽しんで使えそうだ」「このようなワークショップを

もっと体験したい」「”音楽”と”表現”の融合した活動をもっと見たい」「運動会やお遊戯会で使

える活動を」「動きながら遊べものを」「絵本と音楽のつくり方を」など、今後のワークショップへ

の大きな期待が寄せられました。 

 
今 後 の 予 定 

 

 ★ ４月２８日 

  ★５月２６日 

 

参加のお申し込みは下記へご連絡ください。お待ちしています！ 

 

＜ホームページを開設しました！＞ 

 待望のホームページができました。内容はまだ必要最小限度のものですが、これから中味を充実さ 

せていきます。どうぞご覧いただき、ご活用ください。（下記を参照） 

 

賛助会員募集中！！ 

  ただ今、賛助会員を募集しています。年会費は３０００円。この会費は本会の活動援助寄付金です。 

日本の未来を支える子どもたちの笑顔のために、ご理解ご協力をお願い致します。賛助会員について

のお問い合わせは、mimamisato@air.ocn.ne.jp ０４２－５５９－０７４７（phone&fax）まで。 
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